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　具体的な研究を下記に挙げます。(1) 情報検索をする際の fMRI 装
置を用いた脳活動の解析．脳活動イメージングによって，人の内面
的な状態が計測でき，さらには脳内の状態を定量的かつ客観的に測
定できることから，従来よりも正確に人がどう情報を扱うのかを知
ることができます．(2) 自然体験学習や作曲などの創造過程の解析．
従来では主観的な記述に頼ることが多かった創造過程を客観的に計
測するとともに，知識だけでなく知恵も含めることで，創造過程と
その成果を定量的に評価できるとともに，より良い創造過程の成果

を生み出す方法が実現できます．(3) 漫才やコント，ジョーク等，
笑いや面白さに関わる事柄の定量的な評価．主観的とされる評価を
人工知能を使うことで客観的な評価基準を見出すことができます．
(4) 生命現象の全体的な理解のための統合的な記述方法．生物の遺伝
子間の相互作用関係の予測で，従来よりも多様なデータを用いて，
より高精度な予測が可能な手法を考案しました．生命現象のより深
い理解に役立ちます．どれにも共通しているテーマは，自然界に限ら
ない世の中の様々な現象を定量的に解析する手法を探ることです．

　漫才の全国的なコンテストである M1 グランプリの順位予
測を 2 年連続で人工知能を使って成功しました．M1 グランプ
リ主催者の企画に協力し，その内容がメディアに掲載されま
した．また，人工知能の研究例として GoogleAlphaGo 等とと
もにメディアに紹介されました．

　今後，ビッグデータや人工知能に代表される機械学習を用
いた大量データの定量的な解析をどのように活用するかを研
究することで，新しい社会の構築へ貢献できます．また，そ
の基礎となる知識の特性を科学的に分析することの重要性は，
ますます増していき，その成果によって知識を如何に活用す
るかの方向性を示すことができます．


